	対象学校
	小学校
	学 　年
	第２学年

	単　元　名
	校区のむかし探検
	内   容領 　域
	「歴史・伝統と自分」

	単元
目標
	関心・意
欲・ 態度
	校区の史跡や昔の様子を知り，興味・関心をもつ。

	
	思　　考
判　　断
	校区の昔の話を聞いたり、史跡を調べたりして，自分たちの生活との違いについて考える。

	
	技　　能
表　　現
	校区の昔の話を聞いたり、史跡を調べたりして，自分たちの生活との違いを表現できる。

	
	知　　識
理　　解
	校区の昔の話を聞いたり、史跡を調べたりして，自分たちの生活との違いを理解することができる。

	単元
の
意図
	・本単元は昔の話を聞いたり、史跡を調べたりする体験を通して，昔の生活の様子を知るとともに，自分たちの生活の違いについて考え，その結果を表現することをねらいとしている。そのために，校区の昔の話を聞く学習，史跡について調べる学習及び分かったことをまとめる学習の３つの学習内容で構成する。

	単元計画
	総時間数
	15時間

	題材
	月
	時間
	活動
	留意点

	昔の話を聞こう
	５
	１
	・どのような昔の話を聞きたいかを話し合う。
	・今の生活や遊びを考えさせる。その後，昔はどうだったかを話し合わせる。

	
	
	２
	・昔の話を聞く。
	・事前に子どもたちの聞きたいことを高齢者学級の方や三財に詳しい方々に連絡しておく。

	
	
	３・４
	・今と昔の違いについて，　まとめる。
	・今と昔の違いが分かるようにまとめさせ、発表ができるようにしておく。

	
	
	５
	・お礼の手紙を書く。
	・分かったことや感想を手紙に書かせる。

	常心塚古墳の探検をしよう
	10
～
11
	６
	・常心塚古墳について概略を聞き，調べたいことを話し合う。
	・常心塚古墳について概略を説明し何を調べたいかはっきりさせておく。

	
	
	７～10
	・常心塚古墳行って、説明を聞くとともに，形や大きさなどについても調べる。
	・常心塚古墳について、詳しい方に現地で説明をしてもらいながら調べ，写真をとっておく。

	
	
	１１
	・お礼の手紙を書く。
	・分かったことや感想を手紙に書かせる。

	常心塚古墳のことをまとめて発表しよう
	11

～

12
	12～14
	・調べたことを絵や文章でまとめる。
	・グループごとに絵や紙芝居などの方法で工夫させ、まとめさせる。

	
	
	１５
	・調べたことを発表する。
	・参観日（12月）を生かし，多くの保護者などに聞いてもらう。

	※　参考資料

　・　高齢者学級の方々

　・　三財に詳しい方＝吹井さん（元ＰＴＡ会長吹井さんのお父さん）


